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インターバンクの声 （2015 年 12 月 29 日） 
 

日頃ニューヨーク勤務の友人とは足許や先行きの相場見通しやポジションの

傾きなどについてのやり取りをしているが、１２月の半ば頃からはもっぱら

現地金融機関に勤務する方々の出社率を話題にすることが多くなった。昨日

もロンドン市場がボクシングデーの振り替え休日のため休場とあって、二ュ

ーヨーク勢の出社率は３０～４０％くらいだったらしい。これではいくら原

油価格の下落、ドイツやフランスの株価が下がっても為替市場に大きな反応

は出難い。いよいよもって主要通貨は現状のレベルに近いところでの越年に

なりそうな気配になってきたが、だからと言って飛行機や船舶の自動操縦の

ように取引を機械任せにするのはまだ無理だ。一昨年に浮上した海外市場で

のフィキシング価格を巡る不正取引疑惑などもあって、BIS（国際決済銀行）

や各銀行の自主的な内部規制なども厳格化され、自己裁量で取引を行うプロ

ップトレーダーの数も激減している。単純に企業やファンドマネージャーか

らの注文を市場で捌くような取引が中心では、かつてのように年がら年中相

場が大きく動くことは減りつつあるのかも知れない。その意味でも機械任せ

が増えそうな将来だが、むしろ優秀なトレーダーの存在意義が高くなってく

るのも間違いないはずだ。 
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